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◆背景および発明概要
近赤外蛍光や超音波を用いた造影法は生体組織の状況が低侵襲かつリアルタイムに診断

できる事から、血流およびリンパ流動態を簡易に診断する方法として多用されています。
近赤外蛍光造影法は生体浅部を広範囲に観察する場合に用いられ、超音波造影法は生体深
部を詳細に観察する場合に用いられます。この２つの造影法にはそれぞれ異なる造影剤の
注射が必要であるため、患者への負担が課題となっていました。発明者らはバブルリポソ
ームにICG誘導体(蛍光色素)を結合させることで、これら2つの造影法に利用可能な新規造
影剤を作成しました。本発明を注入することで、近赤外蛍光造影装置を用いて広範囲から
局所を特定し、さらに超音波造影装置を用いて細部を検査することが可能になります。

◆実験概要

◆応用が期待される分野

・超音波造影/近赤外光造影
の両用造影剤
・DDS

Fig.1 本発明の概略図
本発明の特徴として、生理食塩水などに分散させたリポソームに蛍光色素(ICG誘導体)
が結合していることが挙げられる。また、本発明は(1)蛍光マイクロバブル(平均粒子
直径：2.4μm)、(2)蛍光ナノバブル(平均粒子直径：49.4nm)の2種類があり、観察部
位によって使い分けができる。(1)蛍光マイクロバブルは各種臓器の微細血管のイメー
ジング、(2)蛍光ナノバブルはリンパ節・リンパ管のイメージングに使用できる。本発
明によれば、近赤外蛍光造影では深さ10ｍｍ程度まで、超音波造影では深さ30mmま
での観察が可能となる。

Fig.2 本発明(Fig.1 (2) 蛍光ナノバブル)を用いた観察結果
A：豚の足に蛍光ナノバブルを皮下注射し、近赤外蛍光観察装置で観察を行なった。A(4)よ
り、注入された蛍光ナノバブルがリンパ管に分布している様子が明瞭に観察された。
B：蛍光ナノバブルがリンパ管を介してリンパ節へ流入する様子(超音波画像診断装置)
⇒ 一度の造影剤注入で、同じ部位をマルチスケールで観察することができる

※本発明の体内動態をリアルタイムで確認可能であるため、リポソーム粒子には気体の代わりに薬剤を
内包させ、DDS用途へ応用する事も可能である。

超音波造影法と近赤外蛍光造影法の両方に利用可能な新規造影剤のご紹介です。
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